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平成２３年度北区当初予算（１３６８

億１８００万円）は、３月２２日の区議

会本会議で可決されました。この

中には自民党議員団が「北区民の

声」として区に要望した内容がた

くさん盛り込まれています。その

一部をご紹介します。

■町会・自治会委託料増額（１億２１

５０万円）４月から委託料単価（１世帯）

が７００円から７５０円に増額

■子ども医療費助成費拡大（１９６３万

円）これまで乳幼児から中学３年まで

を対象に通院・入院費を助成してきた

が４月から高校生まで拡大

■保育所の待機児解消（８億４６８４万

円）４月から次の保育園で定員増 �
豊島第２保育園（豊島３の１０の２３）５０

名�岩渕保育園（赤羽３の２３の７）１３

名�豊島保育園（豊島７の１７の８）１７

名、�来年４月から西ヶ原外語大跡地

保育園（西ヶ原４の５１）新設１００名、

�平成２６年４月から王子本町保育園

（王子本町３の２）４２名�北赤羽駅前

保育園（浮間１の１）新設１００名

■高齢者の住み替え支援（２７１４万円）

区内に居住する６５歳以上の高齢者世帯

が民間賃貸住宅に転居する際にかかる

費用の１部（１世帯５万円）を助成

■子宮頸がんワクチン接種費用の全

額助成（１億３４９８万円）、中学１年か

ら高校１年生が対象

■夏季・年末資金の創設（２０７０万円）

区内中小企業者で一時的な運転資金需

要が高まる夏季・年末期に短期融資制

度を創設、限度額５００万円、融資期間

１年以内

■幼児２人同乗用自転車購入補助（５

１４万円）区内在住で幼児（６歳未満）

が２人以上の世帯が対象

十条駅付近立体交差事業の早期

実現を求めて２月２２日、栗橋弘明

十条地区まちづくり全体協議会会

長、望月祥男十条地区町会連合会

会長、島田英頼十条台地区連合町

会会長が自民党の高木けい都議、

椿くにじ、渡辺かつひろ両区議と

ともに東京都の村山寛司副知事を

訪ね、住民約１万３０００人の署名簿

を添えて要望書を提出しました。

引き続き３月１日、栗橋、望月、

島各会長と沖田光泰上十条１丁目

西町会会長、三好俊司同東町会会

長は高木都議、椿、渡辺両区議と

ともにＪＲ東日本本社の高橋総合

企画部長を訪ね、同様の早期実現

の要望書に住民署名簿を添付して

提出しました（写真）、要望内容

は次の通りです。

�１十条地区にＪＲ埼京線の踏切

が６か所あり、緊急車両が足止め

され人命にかかわる大きな問題に

なっている�２駅の乗降客数は１日

当たり約６万人、特に朝夕の通勤

通学時間帯には駅ホームや駅前広

場、周辺道路は学生が溢れている

�３駅付近の立体交差化は地域住民

の永年の悲願である�４都道８５号線

都市計画と鉄道立体化の着工は、

まちづくりの推進に欠かせない事

業である��とし、各町会長は１

日も早い段階での事業実現を強く

訴えました。

����

これからが正念場です。暮らしの安心・安全・各地区の発展に向けて今後とも邁進致します。

ご意見、ご相談は最寄りの区議まで。―大地震被災の皆さまにお見舞申し上げます― ―掲載５０音順―

北区自民だ よ り

私たち自民党は議会改革を積極的に推進

する立場で議会改革検討会に多岐にわたり

改革案を提出してきました。議員定数問題

もその１つですが、検討会の答申は議長に

提出され、議会には議長提案として「申し

送り事項を受け、新議会に申し送る」との

議長案が示されました。もとより自民党は

定数が現行のままでよいとは思っていませ

ん。もし今回上程されている２名減ではな

く、議会全体で議論を重ね、４名から６名

の議員数を削減して、定数４０から３８名にす

べきではないかと考えており、さらに多く

の区民の声を聞き、それを参考材料として

定数も何名にするか、その結論を得るため

の議論と時間が必要であります。

今回の上程議案は、十分な議論を重ねた

ものとは思えないし、議長提案の結論を尊

重すれば本提出議案に賛成することができ

ません。よって議員提出議案に反対します。

����	�
 ���

健
康
福
祉
委
員
長

防
災
対
策
特
別
委
員

池

田

博

一

北

区

赤

羽

北

一

の

三

の

一

電

話
（
三
九
〇
七
）
〇
六
六

九

番

副
議
長

健
康
福
祉
委
員

地
域
開
発
特
別
委
員

榎
本
は
じ
め

北
区
滝
野
川
二
の
六
の
一
一
の
一
〇
一

電

話
（
三
九
四
〇
）
九
三
七

三

番

議
会
運
営
委
員

区
民
生
活
副
委
員
長

地
域
開
発
特
別
委
員

太
田
な
ほ
こ

北
区
赤
羽
二
の
四
七
の
二
の
二
〇
一

電

話
（
六
四
二
一
）
二
四
三

〇

番

政
調
会
長

議
会
運
営
委
員

建
設
委
員

交
通
環
境
対
策
特
別
委
員

小
池
た
く
み

北
区
浮
間
三
の
一
の
四
の
五
〇
四

電

話
（
五
三
九
二
）
四
八
九

二

番

企
画
総
務
委
員

防
災
対
策
特
別
副
委
員
長

椿

く

に

じ

北

区

上

十

条

二

の

二

〇

の

六

電

話
（
六
九
〇
三
）
八
一
二

二

番

議
会
運
営
委
員
長

建
設
委
員

都
区
制
度
等
調
査
特
別
委
員

戸

枝

大

幸

北
区
田
端
四
の
二
一
の
一
四
の
七
〇
三

電

話
（
三
八
二
四
）
一
七
一

七

番

健
康
福
祉
委
員

防
災
対
策
特
別
委
員

永

沼

正

光

北

区

志

茂

二

の

四

八

の

四

電

話
（
三
九
〇
一
）
七
五
七

一

番

区
民
生
活
委
員

都
区
制
度
等
調
査
特
別
委
員

樋

口

万

丈

北

区

豊

島

三

の

一

三

の

一

〇

電

話
（
三
九
一
三
）
九
〇
一

五

番

文
教
委
員

地
域
開
発
特
別
委
員
長

藤

田

隆

一

北

区

上

中

里

二

の

四

の

一

一

電

話
（
三
九
一
一
）
一
三
一

八

番

幹
事
長

議
会
運
営
委
員

企
画
総
務
委
員

交
通
環
境
対
策
特
別
委
員

山

崎

満

北

区

赤

羽

西

四

の

一

九

の

八

電

話
（
三
九
〇
九
）
三
八
四

六

番

文
教
委
員

都
区
制
度
等
調
査
特
別
委
員

や
ま
だ
加
奈
子

北

区

西

ヶ

原

三

の

五

七

の

九

電

話
（
五
三
九
四
）
一
四
一

八

番

企
画
総
務
副
委
員
長

地
域
開
発
特
別
委
員

渡
辺
か
つ
ひ
ろ

北

区

中

十

条

一

の

二

一

の

二

電

話
（
三
九
〇
六
）
三
六
〇

一

番

十条駅付近連続立体交差化の早期実現へ地元
町会代表と自民党都議・区議が都とＪＲに陳情

「議員定数条例の一部改正案」
に自民党の反対討論（内容）
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